
Procure Kid Procure Kid （プロキュアキッド（プロキュアキッド ))

ＰrocureＫid（プロキュアキッド）は、
購買業務の主要機能をintra-mart上にテンプレート化しました。
これらを組合せ、あるいはカスタマイズして、
お客様にとってベストな「Web購買システム」を構築致します！

システム機能構成例

こんなお困りはありませんか？
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部門 課題 Web購買ソリューション『Procure Kid』の機能で解決します。

・誰がいつ決裁したのか？
・誰が申請したのか？
・申請したものが今どこにあるのか？
　
　わからない。

「購入」、「見積」、「発注」、「検収」の業務に申請・承認ワーク
フロー機能を標準搭載しています。案件ごとに必要な承認を確実に行
うことができ、承認漏れ、重複承認、業務の停止を防止します。承認
人数の設定や代理処理の設定も可能です。フロー情報画面では、現在
申請中の案件がどのような状態にあるかは、画面でわかりやすく表示
され、リアルタイムな案件の追跡が可能です。

・商品の納期がいつになるか知りたい。
購入依頼毎にリアルタイムで追跡し一覧で表示します。業務フローの
進捗状況のほか、納期や遅れ日数なども表示されます。

・商品をできるだけ安く購入したい。
・見積依頼画面から複数の取引先へ一括で見積を出すことができま
す。見積の回答は発注依頼画面に一覧表示され、仕入先（サプライ
ヤ）の比較・選択が簡単に行えます。

・仕入先（サプライヤ）との連絡漏れがないように
したい。

見積、発注などの仕入先（サプライヤ）とのやり取りの際に、メール
の自動通知を行うことができます。メール通知により、仕入先（サプ
ライヤ）はPC画面を確認しなくても依頼があったことはわかります
し、ログイン直後のポータル画面に掲示板から確認することができま
す。

システム部門 ・既存システムと連携できるようにしたい。

会計システムや生産管理システムなど、既存システムとの連携はCSV
ファイルを介しての入出力機能が標準で用意されています。 オプ
ション機能としてはERP連携、FTP送受信に対応しています。お客様
の環境にあわせたシステム連携にも、カスタマイズで柔軟に対応いた
します。

現場部門

購買部門



・購入依頼、購入申請、購入承認、見積依頼、見積
承認、見積回答、発注依頼、発注承認、納期回答、
検収入力、検収承認など、主要業務をテンプレート
化しており、 必要な機能だけを組み合わせて導入
していただくことも可能です。
また、導入実績をベースとしたオプション群も豊富
に取り揃えております。

業務に合わせたカスタマイズも可能！

・ワークフロー製品として、実績豊富なintra-martを採
用することにより、現場で、物を購入する際に必要な上
長承認や、購買部門で、取引先への発注前の承認行
為などを、内部統制を利かせた形で運用することがで
きます。
・承認履歴や進捗管理機能により、現場では、いつ誰
が実施したかは一目で把握することができますし、購
買部門では、どの程度遅延しているかは、すぐに発見
することができます。
・ポータル機能、メール配信機能と連携して、リアルタイ
ムに進捗状況を確認することもできます。
特に承認漏れや重複申請、業務の停滞を防止します。

内部統制強化！

レガシー、ERP等とのシステム連携

製品画面例

お問合せ先

株式会社NTTデータ信越
第一事業部 営業部

本システムの主な特徴

購入依頼画面

見積依頼画面

発注依頼画面

【本社】
〒380-0904  長野県長野市七瀬中町161-1
TEL：026-224-6611  FAX：026-223-8818
【東京事務所】
〒141-0022 東京都品川区東五反田1-21-10
TEL：03-5447-8291  FAX：03-5447-8293

推奨動作環境

製品 intra-mart WebPlatform Ver7.1

OS Redhat Linux Advanced Server3、Windows Server 2003、Windows Server 2008

WebServer Apache2.2.x (DSO サポート版)、IIS6.0、IIS7.0

DataBase Oracle 10g以上

※上記はご推奨です。Procure Kidは で、利用できる要件に準拠しています。

・本システムは、購買機能だけに特化しています。
会計システムや生産管理システムに組み込まれて
いない分、既存のシステムとの連携することが容易
です。
豊富な実績により、多くの製品に対応しており、Web
サービスによる他のソリューションとの連携も可能で
す。


